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皆さんがもし海 外に住んでおり、異国の地

で乳がんの診断を受け、治療を受けることに

なったら、どれほど不安な状況になるか想像

できますか？海外に住む日本人の増加と共に、

医療システムと言語が異なる国で乳がんの治

療を受ける日本人の患者さんが数多くいます。

ンライン患者サポートミーティングには全 米

から患者さんが参加され、様々な悩みを分か

ち合っています。乳がんと診断され医師から

説明を受ける際、患者さんにとっては日本語

でも理解が難しい面が多々あります。日本と

は医療システムが全く違う異国の地で乳がん

の診断を受け、英語で医療者とコミュニケー

ションを取り、治療を受ける過程において、医

師の説明が通訳を通しても理解できない、治

療方針に納得できないまま治療が組まれてし

まった、など様々な困難が生じるのが現状で

す。 また、このままアメリカで治療を受ける

か、日本に帰国して治療を受けた方がいいか

悩まれる患者さんも多く、多方面からサポー

トを行なっています。コロナ禍で開始したオ

ンライン勉強会では乳がんに関するものだけ

ではなく様々な医療トピックスの勉強会を行

なっており、日米はもちろん世界 中から100

人〜 30 0 人が参加され、アメリカ在住者に限

らず誰にでも役に立つ医療 情報の発信も行

なっています。

Japanese SHARE
臨床アドバイザー

一般社団法人 BC Tube理事

田
た は ら

原  梨
り

絵
え

■ アメリカ在住日本人乳がん患者サポート

■ 海外在住日本人への医療支援

私 が 臨 床アドバイザ ーを努 めております

Japanese SHARE はアメリカ在住の日本人

乳 がん患者さんをサポートする非 営 利の患

者支 援 団 体 で す。 母 体 は SHARE -USAと

いう組 織で、全 米の 乳 がん・婦人 科がん患

者さんを支 援しています。アメリカで暮らす

日本人は約 50 万人と言われ 増加傾向であり、

アメリカで乳がんと新たに診断される日本人

の患者さんが全体で毎月どれくらいいるのか

把握できておりませんが、毎月数名の方から

JapaneseSHARE のヘルプラインに連 絡を

いただいています。月に 1 回開催しているオ

また、外 務 省の調 査によると、令 和 3 年度

の時点で海 外 在住日本人は約 134 万人に至

ります。 コロナ禍において海 外 渡 航が制限

TOPICS

グローバル時 代の
乳がん患者サポート
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され、私のような海外在住者は通常であれば

一時帰国して日本の医療機関を受診 するよ

うな場 合でも滞在国で医療を受けざるを得

ない状況に陥りました。日本と比較すると医

療 体 制が十分ではない国に在住している日

本人も多く、日本と医療事情が異なる海外に

おいて医療面での不安が 高まった海 外 在住

日本人に対して、外務省が 2022 年 2 月〜 3 月

の 2 ヶ月間、「海 外 在留邦人向けオンライン

医療相談・精神カウンセリング提供事業」を

無料で提 供しました。私は乳 腺外 科の相談

担当医として事業に参加し、私が担当しただ

けでも 2 ヶ月間で約 100 人から相談を受けま

した。アメリカだけではなく世界中いろいろ

な国で乳がんと診断され、中には英語以外の

現地語という言葉の壁や医療レベルの低さ

という不安を抱えながら異国の地で治療を

受けている日本人の患者さんが数多くいるこ

とを痛感いたしました。この経験から、アメ

リカだけではなく、世界中に住んでいる日本

人乳がん患者さんへの手を差し伸べること

ができるサポート体制を広げていく予定です。

田原 梨 絵（ たはら りえ）：アメリカ在 住（ 在

米8年）。2004年北海道大学医学部卒業。仙

台医療センターで初期研修後、聖路加国際病

院にて乳腺外科レジデント、浜松オンコロジー

センター乳 腺 科、亀田総合 病院 乳 腺 科に勤

務。2014年渡 米、ダナ・ファーバー癌研究 所

Research Assistant、MDアンダーソン 癌 セン

ター Research Intern。現在Japanese SHARE

臨床アドバイザー、一般社団法人BC Tube理事。

さらに、日本国内に目を向けると、在留外国

人数は約 270 万人おられ、日本で乳がんと診

断される外国人も相当数いることが予想され

ます。日本人が海 外で乳がんの治療を受け

るのと同様に、日本に住む外国人にとっても

異国の地でのがんの診断・治療は様々な困

■ 在留外国人の乳がん患者サポート

難が伴うことでしょう。そのような患者さん

のためのサポートとして、「Breast  Cancer 

suppor t  meet ing in  Engl ish」を 2023 年

3 月から開始します。患者さん同士で英語で

心情や 情報を分 かち合い、日本での治療に

少しでも役にたつ場を提供できればと思って

おります。

これらの患者サポートと共に、一般社団法

人 BC Tube や Instagramでの乳がんの情

報発信など、多方面から日本人の乳がん患者

さんを支える活動を行なっています。海外に

住む日本人乳 腺 科医として微 力ながら自分

でできることを一つ一つ大切に行い、世界中

に住んでいる不安を抱えた患者さんや家族

にとって架け橋となれるよう、これからも精

進していきます。サポートが必要な海外在住

の患者さん、あるいは日本 在住の外国人の患

者さんがおれらましたら、直接ご連絡をいた

だければと思います。



3ピンクリボンNEWS　2023・春　vol. 12　No. 1

認定 NPO法人 J.POSH

「乳幼児を育てながら抗がん剤治療、あるいは

放射線治療を受けている乳がん患者さんのため

に、お子さんの一時保育に係る費用の一部を補

助しましょう」と始めた『シッターサポートプログ

ラム』が今年で4 年目を迎えました。2019 年10

月に開始して以来延べ支給件数は累計で148件

に達しています（23 年3月現在）。

受給された皆様からはこんな声が寄せられて

います。「遠方の実母に何回か来てもらう交通費

に使わせて頂きました。待機児童の多い地域で

一時預かりもなかなか難しかったので、お金の

乳幼児を育てながら乳がん治療を続ける若い

ママさんたちー。受給を受けている（いた）みな

さんは、Ｊ.ＰＯＳＨのこのプログラムをどのよう

にして知ったのでしょうか。「病院で主治医から

教えて頂きました」。「抗がん剤治療中に担当の

認定看護師さんに教えて頂きました」。「区役所

で未就園児の保育が家庭内で困難と伝えた際、

シッターサポートプログラムの用紙を持って来ら

れて教えて頂きました」。「Ｊ.ＰＯＳＨさんのホー

ムページで知りました」。「病院のがん支援セン

ターで見つけたチラシがきっかけです。受給が

決まった時は、まるで知らない誰かから突然『治

療と子育て、頑張れ！！』と応援メッセージが届

いたような嬉しい気持ちになりました」。

また、この助成を受けられた多くの人は「こん

なにありがたい助成金の事を、同じ境遇のママ

さん達にもっと知らせてあげて下さい。」と綴ら

れています。同じ境遇で困っている人達にも、こ

の恩恵を分かち合いたいとの思いと、どれだけ

不安で、しんどい思いをされていたのかが伝わっ

てくる言葉です。

4年目迎えたシッターサポート、累計で148件

●シッターサポートプログラム
【対象者】
・母親本人が乳がんの抗がん剤治療中（内服薬のみの場

合は除く）、あるいは放射線治療中。
・養育中の乳幼児1名以上が、保育園や幼稚園に通ってい

ない。
【応募条件】以下のどちらかに該当すること
・2か月以内に乳がんの抗がん剤治療、あるいは放射線治

療を開始。
・乳がんの抗がん剤治療中で、残り回数が1回以上、放射

線治療で残り1週以上。（申し込み時点の日付に基づく）
【補助内容】
・助成額は、抗がん剤治療の平均的期間の6 ヶ月間に1ヶ

月一律1万円とし、一括で6万円を支給。
・放射線治療の場合も、助成額は同額の6万円とする。

支払先を限定されない援助は本当に助かりまし

た」。「2 歳と0 歳の息子がいながらの治療でし

たが、コロナ禍と治療が重なり公共施設にはな

かなか頼れませんでした。幸いにもシッターサ

ポートを受給でき、仕事を休んでまで子守や家

事をサポートしてくれた親せきや友人にお礼とし

て使わせて頂きました」。「抗がん剤治療を受け

た前回に続き、放射線治療を始めた今回2度目

の支給援助を受けました。下の子はまだ0 歳で

すがサポート援助のおかげで一時預かりサービ

スを気軽に利用させて頂いています」。「コロナ

禍で出産し、実家も遠い。夫以外に頼れる人も

なく、二人で育児をしていくことに体も精神面も

大きな不安がありました。そんな時インターネッ

トでシッターサポートを知り、受給することがで

き、『人に頼れる』という安心感をもって治療に

臨めたのがとても心強く有難かったです。この

サポートに頼らせて頂きながら最後まで頑張り

続けたいと思います」。
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有限会社ヨガワークス 株式会社フラウ・インターナショナル 株式会社ダイアナ

ジャパンリスクマネジメント株式会社 医療法人健優会 マンモプラス竹尾クリニック

株式会社ベネフィット・ワン

株式会社オフィストゥーワン 株式会社ヤクルト本社

スリーエー・ライフ株式会社

社会医療法人財団  池友会

福岡和白総合健診クリニック

京都奉製株式会社
JFRカード株式会社

日産プリンス

札幌販売株式会社

株式会社ローズ・サプライ 株式会社くわこや 株式会社ジャパックス

ティーペック株式会社

フェザー株式会社

株式会社リツビ

ノイエス株式会社

株式会社シールズ

株式会社 iDA（アイ・ディ・エー） 雪印ビーンスターク株式会社

J.POSHオフィシャルサポーター
認定NPO法人 J.POSH （日本乳がんピンクリボン運動）を通じてピンクリボン運動を

ご支援いただいている企業・法人・など各種団体の一覧です。
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株式会社HEAVEN Japan

エターナル株式会社

旭川リハビリテーション病院

エコロシティ株式会社

ティーライフ株式会社

株式会社スクロール株式会社 北里コーポレーション

メドライン・ジャパン合同会社 株式会社HRC

MTコスメティクス株式会社

株式会社コープ東北保険センター あおもり支店

日本生活協同組合連合会

株式会社ワコール

医療ビジネス専門学校

ヴィアトリス製薬株式会社

一般社団法人日本グルーデコ協会 一般社団法人日本美姿勢協会

日本製紙株式会社THE WORLD株式会社グンゼ株式会社 ミドリ安全株式会社

乳がん患者会「関西ひまわりの会」
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会

女性経営者の会 京都薫風ライオンズクラブ藤沢ラグビー蹴球倶楽部

塩原温泉旅館協同組合

女将の会

NPO法人 日本ハウスクリーニング協会川越市 最明寺

株式会社スノーヴァ

J.POSHオフィシャルパートナー
認定NPO法人 J.POSH （日本乳がんピンクリボン運動）を通じてピンクリボン運動をご支援

いただいている営利を目的としない患者会・協会・組合・などの各種団体の一覧です。
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株式会社ジャパックス　ポリ袋一筋に25年
～J.POSHサポーター11年，売り上げに応じ寄付～

株式会社ジャパックス（東京都千代田区、大

木武司代表取締役社長）は、ポリエチレン製ゴ

ミ袋、フイルム、ショッピングバッグなどのプラ

スチックフィルム製品全般の製造、販売及びこ

れらの商品の輸出入を展開。アジアを中心に

7カ国 35 工場と提携し高品質で高い競争力を

もった迅速な商品提供態勢をとり、他社の追随

を許さない経営モデルを確立。自社製品はも

とよりOEMにて他社のオリジナル商品まで幅

広く提供していらっしゃいま

す。海洋プラスチックによる

環境汚染問題などが世界的

に注目される中、『美ら海を

守るポリ袋 』を開発するな

ど、環境に配慮した製品の

開発にも大きな力を入れて

いて、プラスチックの可能性

を追求されています。今年

8月に創業 25 周年を迎える

同社。Ｊ.ＰＯＳＨのオフィ

シャルサポーター歴は12 年目を迎えました。

業務用や一般家庭用の様々な容量のスタン

ダードポリ袋を始め、レジ袋、傘袋、水切りネッ

ト、サニタリーパック、フリーザー用ポリ袋など

多品種のプラスチック製品を製造し販売する

同社は、カントリーリスクの分散とコスト低減

化を狙いとするグローバル化戦略が経営の大

きな柱。こうした経営方針が軌道に乗り安定

した売上高を堅持されています。

会社としてピンクリボン活動を始めるきっか

けとなったのは、社として何か社会貢献活動を

しなくてはと模索していた時のこと。「ネットを

検索していたら目に飛び込んできたのがＪ.Ｐ

ＯＳＨさんのロゴマーク　　 。弊社の容量表

示入りのゴミ収集袋の容量を表す『ℓ』が酷似

していたことです。Ｊ.ＰＯＳＨさんが幅広く乳

がん啓発を続けられていることに共感を覚え、

加えて弊社の従業員の半数以上が女性である

ことなども踏まえて即サポーター申請させて頂

きました」（大木武司社長）。同社はＪ.ＰＯＳ

Ｈのリボンマーク入りゴミ袋をはじめ、サニタ

リーパックや水切りネットの商品パッケージに

もロゴを入れたピンクリボンモデルを販売して

おり、「ピンクリボン活動に関心をもっておら

れる企業などで継続的に大量購入してくださ

ピンクリボンマーク入りの商品　写真右下のゴミ袋ピ
ンクリボンモデルの45ℓ、70ℓ、90ℓの3 種はJ.POSH
グッズパークより購入可能です（右QRコード）

る事業所も少なくない」（同）ということです。

これらのピンクリボンモデル商品の売上に

応じた金額をＪ.ＰＯＳＨにご寄付して頂いて

います。120人の社員の内、70人が女性とい

う女性比率の高い企業だけに、乳がん検査費

用の会社負担を行っているほか、「Ｊ.ＰＯＳＨ

ピンクリボン検定」の “受検”推奨など、ピンク

リボン運動に対する社内意識の高揚も図って

おられます。



7ピンクリボンNEWS　2023・春　vol. 12　No. 1

認定 NPO法人 J.POSH

『ご遺産からのご寄付』につきまして
近年、ご遺産からのご寄 付のお問 合 せを

頂くことがありますので、この紙面において、

ご遺産からのご寄付『遺贈、及び相続財産か

らのご寄 付』について、ご説明させていただ

きます。

遺贈とは、遺言によってご自身の財産の一

部またはすべてを個人や法人に贈与するこ

とをさします。 生前に遺言 書にご自分 の 遺

産をどのように使ってほしいと考えておられ

るかを明 記し、ご自身で 遺 贈 先と金 額を指

定しておくことが できます。 この場 合は「 専

門家」にご 相談 の上、法 的に有 効な遺言 書

の作成が必要となります。（※一般的な遺贈

のながれにつきましては、下記の表をご参照

ください。）

また「相続財産からのご寄 付」につきまし

ては、相 続を受 けられた方ご自身の 想いで、

法人などに寄 付をすることであり、寄 付先が

認定 NPO 法人などの場合には、相続税の優

遇 措 置 が 受けられます。 こちらについては、

相続から、寄 付までの期間は 10 か月以内と

の期限がありますので、ご確認下さい。

J.POSH は、所 轄 庁である大 阪 市より「 認

定特 定 非 営 利 活 動 法 人（ 認定 NPO 法 人）」

としての認定を受けていますので、ご寄 付は

税制優遇措置の対象となります。

「 自分 が 亡くなった後、財産の一 部をピン

クリボン基金に寄付したい」といったご相談

を頂いたこともあり、また、大切な人を亡くさ

れたご遺族から、「故人の遺産をピンクリボ

ン啓 発 活 動のために役 立ててほしい」とい

うお申し出を頂くこともございます。

J.POSH では、このような尊いご意 志に応

えるために、必 須ではございませんが、事前

にご連絡を頂きますと、定期的に会報誌や報

告書などをお届けすることで、活動について

身近に感じて頂けるのではと考えております。

遺贈についての一般 的な流れは以下の表

の通りです。

一般的な遺贈のながれ

ご逝去後

4

5

6

ご生前

1

2

3

遺贈内容の決定

遺言執行者の決定

遺言書の作成

遺言執行者へ

ご逝去の連絡

遺言書の開示

遺言執行と

財産の引渡し

受領証の発行

遺言の内容と遺贈先となる受遺者をお決めください。また、遺言者

のかわりに遺言書の内容を実行する遺言執行者をお決めください。

「専門家」にご相談の上、法的に有効な遺言書をご作成ください。

ご家族やご友人、死後事務委任契約者などの通知人から、

遺言執行者にご逝去の連絡が届きます。

遺言執行者からJ.POSHに連絡が届き、遺言の内容を

J.POSHが確認させていただきます。

遺言執行者が遺言書に基づき手続きを行い、

指定の財産をJ.POSHに寄附します。

J.POSHから遺言執行者あてに受領証を発行します。

お寄せいただいた財産は乳がんで悲しむ人を一人でも

少なくするために大切に使わせていただきます。
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ピンクリボンNEWS あとがき

事務局からのお知らせ

"13年に作成したピンクリボン啓発ティッシュで

すが、"14年からの ｢ティッシュ配りキャンペーン」で

累計150.2万個

を無償提供し、

全国の皆様に

配布していた

だいた事にな

ります。 この

度、裏面のメッ

認定ＮＰＯ法人乳 房 健 康研究会との共催

で「ピンクリボンウオーク2023」が 6月1日～

6月30 日の1 か月間のオンラインウオークにな

ります。エントリーは 4 月上旬から始まります。

セージを新たな時代に合わせ刷新致しました。ブ

レストアウェアネスという言葉は長くて覚えにくいと

の声もありますが、繰り返し見聞きすることにより、

もっと身近に感じて頂き、乳房を意識する生活習

慣が皆様の「当たり前」になる事を願っています。
啓 発 ポケットティッシュ
裏面デザインをリニューアル

第31回日本乳癌学会学術総会
とのコラボ  オンラインウオーク

ピンクリボン
ウオーク2023

第31回日本乳癌学会学術総会・認定NPO法人乳房健康研究会共催

2023

6/1Thu. ～ 30 Fri.

本大会はGPSトレーニングアプリ「TATTA（タッタ）」を
活用したバーチャル開催です。
詳細は、大会ホームページをご確認ください。

シン・ピンクリボンウオーク
エントリー開始

4月上旬
予定

第19回 ミニウオーク＆ラン フォー ブレストケア

オンライン開催

1,000円（税込み）参加費

2023 7/1Sat.
パシフィコ横浜ノース・
第31回日本乳癌学会学術総会会場にて

フィナーレ
イベント

ウオーク＆ラン

乳がんを知るための一歩、
知らせるために一歩、支えるためにもう一歩
Steps to move forward to the future of Breast awareness.

（左）ピンクリボンウオー
ク2023告知ポスター

ピンクリボンウオーク
2023のサイトへは下の
QRコードよりアクセスし
てください

←
グッズ
パーク
へ

普段使いにもご利用下さい

乳 がんとピンクリボン運 動につ

いて「 誰 でも気 軽 に受 検 」して 頂

き、それを通じて幅広い知識を身に

付けてもらおうと2013年より始めた

「J.POSHピンクリボン検 定 」は、今

年（23年）でちょうど10年 になりま

す。パソコンやスマホで簡単に受検

でき「入門」「基礎」「発展」の3コー

スがあって難易度が増していくシス

テムは、“挑戦意欲”が掻き立てられたという声

も聞こえてきます。検定に合格後、ご希望により

別途費用を申し受けて「寄付金付き合格証」を

発行しておりますが、この費用は「J.POSH奨学

金まなび基金」への寄付とさせて頂いています。

このところ検定の受検者がコンスタントに増加

しています。検定へのアクセス数を月別にみると多

い月で800件台（ピンクリボン月間の10月は1000

件超）、少ない月は300件台で推移

してきましたが、22年秋以降着実

に1000件を超えるようになりまし

た。増加要因は①Ｊ.ＰＯＳＨから

の積極的な受検の呼びかけ②オ

フィシャルサポーター様、オフィシャ

ルパートナー様などが従業員や周

辺の方々などに受検することを勧

奨―などがあげられるのではと思

います。加えて、「オンラインでのピンクリボン運

動」を積極展開する伏見淳先生が立ち上げた「乳

がん大事典BC Tube」とＪ.ＰＯＳＨのコラボによ

る出題の相互チェック、受検呼びかけなどの相乗効

果も現れてきたのではと思われます。どうぞ皆さ

ん“試験はきらい”などと言わず、一度検定ページを

クリックしてみませんか。乳がんに関する知識が大

きく広がり、深まることは間違いありません。（I.T）

ティッシュの配布にご協力を頂ける
皆様に販売させて頂いております。
■発注単位：100個　■価格20円/個（税込）　■送料200円/回

【送付依頼先】
jposh@j-posh.comにてご連絡、または
グッズパークよりご購入ください。

↑


